
No. 提案元部会等 分野・方向性

1 石井令人委員
○ 食料自給率の高さを単に数字だけでなく、具体的にイ
メージできるようにすることで価値の明確化をはか
り、魅力としてアピールしやすくできないか。

提言１
①

2 石井令人委員
○ 販売農家の減少ペースが続けば、今後１５年でゼロに
なる。新規就農は追い付かず、このままだと担い手が
決定的に不足するという懸念をもった。

提言１
①

○ コロナ禍や海外（中国等）の人件費高騰等により国内
回帰の流れ。

○ 高齢者が多い本県においては、農福連携が相性が良い
のではないか。

○ 起業の際も農業に関係する分野（新規就農）が良いの
ではないか。

○ 県外等から移住して新規就農する場合、住むところの
確保が難しいと思われるので、その点についての支援
があれば良いのではないか。

○ いま、農業は若い人に人気がある。

農林水産部会以外からの提案事項

提案の概要 提案の趣旨など

食料安全保障の観点に注目が集まる中、秋田
県の食料自給率の高さを魅力の一つとして打
ち出すことも考えられるのではないか。

農家の減少は大きな課題であり、担い手の中
長期的な見通しに基づいた施策が重要ではな
いか。

3
産業・雇用部

会

海外情勢等が不安定であることから国の食料
自給率を上げるため、本県の食料自給率を上
げる取組を積極的に実施していく必要がある
のではないか。

提言１

4
産業・雇用部

会

県内回帰、県内定着を促進するため、新規就
農（起業）に係る住宅の確保支援も必要では
ないか。

提言４
③

資料１－２


